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r 今 年度 の 『ふ る さ と祭』 は迷 走 台風 の影 響 で、 開催 前 日 まで風 雨 の た め それ
らぎ盛 大 に無 事

自体 も危 ぶ まれ ま したが 当
奇跡 的 に風 も穏 や か な曇 天 とな りこのおか げ ?真夏 の暑 さも利 開催 の運 び とな りま した。

町民み な さん の ご理 解・ 協 力、 そ して 多数 の ご参加 り難 うご ざい ます。 また、 開催 には各種 団体 の
る ご協 力、 な らび に 『 S、 る さ と祭 』 に ご寄 付頂 いた皆

有
様 :こ 心 よ り感 謝 申 し上 げ ます。
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ゲ巧ウンドゴfb7大会 b日
'b日

(日 )(寺帯地区)

,甲
工 鞄

自衛消防回掠能涙習 b同 !b日 (日 )(物見山運動公国会場にて。)
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今年勝膠良

元旦の大地震の際、泉合公園駐車場に

避盤車両が押し寄せてとをした。    |
との林況を把:厘した、泉合白簡消防回 |

が車両誘導にあたと
I、 との任務l渉探夜に i

きで晨ぴをした。との構をたたえ市長か
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六 極 拳 0日 23日 (日 )(レ 孫ィース)

ムでれLI十サロン 7同 5日 (金 )(
これl渉参にかしら′
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とん、呼町職を整えて r
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とつ事いただと春しかう r
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）持

コンポイ′

瞥とんお鷹れ様でした r

占かffときで綺隠にすっとし〕し書した。ご協殉あιI白1こうごぜい書す ′
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こごも会レクレーション 7同 Z'日 (日 )(こごも会)

全員集合 ′
rJι ⅢⅢ～げ′

ミュージ,vク・ケ7r
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いとblとサロン 8月 2日 (日 )(熱中症予腑出前講座)

撫中虚予購備座 ′
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f31るとこ祭 8日 3'日 (土 ) (公民館Ⅲ各種団体)

ビンゴ大会 ′
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わくわく′

♪巧ビです ′

″れペラ熱唱 r

11-f´

'、

堪
|て ,、

=

群

岩田こ申しきけ ′
B

き1と



(6)

スポーiV7ェ スティパfb inてら‖ ,ORb日 (日 )(寺杵地区)

開会式です ′

「

ひっIぎれ～ :

がたげれ～ r泉台千―と3、 頑張るぜ
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寺帯地区V7トパレー大会 ,0同 ,3日 (日 )(寺帯地区)

霞 篇・・~~~~

1  市長の杵出です r
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私たうこ―緒に案しくV7トパと,一し書せん白l?

ご連絡ム待うして書～寸 f

連鶴先 :076卜57-3,,4泉台町公民館書で。
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寺帯地区駅伝大会  '0同 ,3日 (日 )(寺帯地区)

｀長 11と

いよいかス守―卜 rⅢ

寺 丼地区 _局
、Rに 無差大金
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r《智響蟄

年前9時、

沿道白Bら多くの声援殉1遼られラン十一達を発気付:十をした。
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◆
年
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
ケ
イ
ド
ロ
や

Ｏ
×

ク
イ
ズ
を
し
ま
し
た
。
ケ
イ
ド
ロ
で
は

４
色
に
分
か
れ
て
、
「
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

み
ん
な
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。
　
　
　
＾

カ
レ
ー
作
り
で
は
、
６
年
生
全
員
で
皮
む
き

を
し
た
り
お
肉
を
き

っ
た
り
し
ま
し
た
。

玉
ね
ぎ
が
目
に
し
み
て
す
ご
く
痛
か

っ
た
け

ど
、
出
来
上
が

っ
た
カ
レ
ー
を
み
ん
な
が
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
く
れ
た
の
で
う
れ
し
か

っ
た

で
す
。

小
学
校
最
後
の
夏
休
み
に
み
ん
な
で
沼
動
が

で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。

「
夏
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」
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◆
年
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
お
母
さ
ん
が

ゲ
ー
ム
と
か
を
考
え
て
く
れ
て
い
て
み
ん
な
が

楽
し
そ
う
に
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
て
、
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

６
年
生
の
同
級
生
と
保
護
者
で
カ
レ
ー
を

作

っ
て
み
ん
な
で
食
べ
て
作
る
こ
と
も
楽
し

か

っ
た
し
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

企
画
し
て
く
れ
た
保
護
者
の
方
展
に
感
謝
し

ま
す
。

斎火場所 :泉台コミュニティーセンター横の広場
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又
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入
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ま
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た
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安じ山数越をに旦
テa桑云・各人式のお共口らせ

日付 :令和 ク年 1月 12日 (日 )

時間 :午前8時 30分～9時 30分

場所 :泉台コミュニティーセンター

*志納料として100円 をお願いします。

～お願い～

だいだい、千 し柿、鈴、 プラステ ック、 ビ

ニール等は持込まないようお願いします。

分別にご協力お願いします。


